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1. 1. 1. 1. モジュ－ル化の狙いモジュ－ル化の狙いモジュ－ル化の狙いモジュ－ル化の狙い

車両構成を、車両構成を、車両構成を、車両構成を、

１．単なるｺﾝﾎﾟ１．単なるｺﾝﾎﾟ１．単なるｺﾝﾎﾟ１．単なるｺﾝﾎﾟ-ﾈﾝﾂとｼｽﾃﾑの組合せから、車両の商品ﾈﾝﾂとｼｽﾃﾑの組合せから、車両の商品ﾈﾝﾂとｼｽﾃﾑの組合せから、車両の商品ﾈﾝﾂとｼｽﾃﾑの組合せから、車両の商品

力を最も高められるより独立した大きなまとまりの力を最も高められるより独立した大きなまとまりの力を最も高められるより独立した大きなまとまりの力を最も高められるより独立した大きなまとまりの

ﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭ-ﾙとｼｽﾃﾑの組合せに再編し、最適化を図ることﾙとｼｽﾃﾑの組合せに再編し、最適化を図ることﾙとｼｽﾃﾑの組合せに再編し、最適化を図ることﾙとｼｽﾃﾑの組合せに再編し、最適化を図ること

このｱこのｱこのｱこのｱ-ｷﾃｸﾁｬｷﾃｸﾁｬｷﾃｸﾁｬｷﾃｸﾁｬ-の上での上での上での上で

２．選択と集中により、ｶ２．選択と集中により、ｶ２．選択と集中により、ｶ２．選択と集中により、ｶ-ﾒﾒﾒﾒ-ｶｶｶｶ-の相対的競争力を極大化の相対的競争力を極大化の相対的競争力を極大化の相対的競争力を極大化

することすることすることすること

この最適化されたｱこの最適化されたｱこの最適化されたｱこの最適化されたｱ-ｷﾃｸﾁｬｷﾃｸﾁｬｷﾃｸﾁｬｷﾃｸﾁｬ-に基づきに基づきに基づきに基づき

３．開発３．開発３．開発３．開発-生産生産生産生産-購買の活動とﾌﾟﾛｾｽを最大効率化すること購買の活動とﾌﾟﾛｾｽを最大効率化すること購買の活動とﾌﾟﾛｾｽを最大効率化すること購買の活動とﾌﾟﾛｾｽを最大効率化すること



1111----1 1 1 1 開発ｱ開発ｱ開発ｱ開発ｱ-ｷﾃｸﾁｬｷﾃｸﾁｬｷﾃｸﾁｬｷﾃｸﾁｬ-の再編の再編の再編の再編

従来のｱ従来のｱ従来のｱ従来のｱ-ｷﾃｸﾁｬｷﾃｸﾁｬｷﾃｸﾁｬｷﾃｸﾁｬ-

開発ｱ-ｷﾃｸﾁｬ-の再編により、最適化を

図りやすくする

ﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭ-ﾙ化されたｱﾙ化されたｱﾙ化されたｱﾙ化されたｱ-ｷﾃｸﾁｬｷﾃｸﾁｬｷﾃｸﾁｬｷﾃｸﾁｬ-

Reorganization

ModuleArchitecture
Component

System



１．ｶ１．ｶ１．ｶ１．ｶ-ﾒﾒﾒﾒ-ｶｶｶｶ-として車両の競争力に直結する主要なとして車両の競争力に直結する主要なとして車両の競争力に直結する主要なとして車両の競争力に直結する主要な

ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞに重点化ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞに重点化ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞに重点化ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞに重点化

２．一方、それ以外は、実際に物作りを行い、２．一方、それ以外は、実際に物作りを行い、２．一方、それ以外は、実際に物作りを行い、２．一方、それ以外は、実際に物作りを行い、

専門性をもったｻﾌﾟﾗｲﾔ専門性をもったｻﾌﾟﾗｲﾔ専門性をもったｻﾌﾟﾗｲﾔ専門性をもったｻﾌﾟﾗｲﾔ-と協調することにより、と協調することにより、と協調することにより、と協調することにより、

競争力を高める競争力を高める競争力を高める競争力を高める

2. 2. 2. 2. 選択と集中の考え方選択と集中の考え方選択と集中の考え方選択と集中の考え方　



3. 3. 3. 3. 必要条件必要条件必要条件必要条件

1．継続的に開発、生産力を高め続ける為に、自社で．継続的に開発、生産力を高め続ける為に、自社で．継続的に開発、生産力を高め続ける為に、自社で．継続的に開発、生産力を高め続ける為に、自社で

持つべき開発並びに生産技術を明確にし、評価能持つべき開発並びに生産技術を明確にし、評価能持つべき開発並びに生産技術を明確にし、評価能持つべき開発並びに生産技術を明確にし、評価能

力を体系化すること力を体系化すること力を体系化すること力を体系化すること

２．よりお客様に密着した車両の評価体制を２．よりお客様に密着した車両の評価体制を２．よりお客様に密着した車両の評価体制を２．よりお客様に密着した車両の評価体制を

整備すること整備すること整備すること整備すること

３．ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ能力を高めること及びﾓｼﾞｭ３．ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ能力を高めること及びﾓｼﾞｭ３．ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ能力を高めること及びﾓｼﾞｭ３．ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ能力を高めること及びﾓｼﾞｭ-ﾙ単位ﾙ単位ﾙ単位ﾙ単位

の目標設定と評価能力を高めることの目標設定と評価能力を高めることの目標設定と評価能力を高めることの目標設定と評価能力を高めること



ﾋﾞｼﾞﾈｽ視点の原低ﾋﾞｼﾞﾈｽ視点の原低ﾋﾞｼﾞﾈｽ視点の原低ﾋﾞｼﾞﾈｽ視点の原低ﾃｸﾆｶﾙ原低ﾃｸﾆｶﾙ原低ﾃｸﾆｶﾙ原低ﾃｸﾆｶﾙ原低

ﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭ-ﾙ単位の分担にﾙ単位の分担にﾙ単位の分担にﾙ単位の分担に

よる新たなｺｽﾄ低減よる新たなｺｽﾄ低減よる新たなｺｽﾄ低減よる新たなｺｽﾄ低減

・機能の異なる部品間に跨った・機能の異なる部品間に跨った・機能の異なる部品間に跨った・機能の異なる部品間に跨った
新しい視点での原低促進新しい視点での原低促進新しい視点での原低促進新しい視点での原低促進
・ﾊﾟ・ﾊﾟ・ﾊﾟ・ﾊﾟ-ﾂｲﾝﾃｸﾞﾚﾂｲﾝﾃｸﾞﾚﾂｲﾝﾃｸﾞﾚﾂｲﾝﾃｸﾞﾚ-ﾄの促進ﾄの促進ﾄの促進ﾄの促進

・マスメリットの活用・マスメリットの活用・マスメリットの活用・マスメリットの活用
・ﾊﾞﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ（ﾓﾃﾞﾙ間の・ﾊﾞﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ（ﾓﾃﾞﾙ間の・ﾊﾞﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ（ﾓﾃﾞﾙ間の・ﾊﾞﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ（ﾓﾃﾞﾙ間の
共用化）促進共用化）促進共用化）促進共用化）促進

集中発注による集中発注による集中発注による集中発注による
ｺｽﾄ低減ｺｽﾄ低減ｺｽﾄ低減ｺｽﾄ低減

4. 4. 4. 4. ﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭ----ﾙの効果ﾙの効果ﾙの効果ﾙの効果

4444----1111原価低減原価低減原価低減原価低減



<工程不良発生件数工程不良発生件数工程不良発生件数工程不良発生件数>

非ﾓｼﾞｭ非ﾓｼﾞｭ非ﾓｼﾞｭ非ﾓｼﾞｭ-ﾙﾙﾙﾙ ﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭ-ﾙﾙﾙﾙ

不不不不
良良良良
件件件件
数数数数
／／／／
台台台台

4. 4. 4. 4. ﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭ----ﾙの効果ﾙの効果ﾙの効果ﾙの効果

4444----2 2 2 2 品質の向上品質の向上品質の向上品質の向上 ((((ｺｯｸﾋﾟｯﾄﾓｼﾞｭｺｯｸﾋﾟｯﾄﾓｼﾞｭｺｯｸﾋﾟｯﾄﾓｼﾞｭｺｯｸﾋﾟｯﾄﾓｼﾞｭ----ﾙの例ﾙの例ﾙの例ﾙの例))))

工程内の台当り不良件数が減少工程内の台当り不良件数が減少工程内の台当り不良件数が減少工程内の台当り不良件数が減少
・ﾊ・ﾊ・ﾊ・ﾊ-ﾈｽ回路ﾁｪｯｸ数の拡大ﾈｽ回路ﾁｪｯｸ数の拡大ﾈｽ回路ﾁｪｯｸ数の拡大ﾈｽ回路ﾁｪｯｸ数の拡大
・作業姿勢の向上・作業姿勢の向上・作業姿勢の向上・作業姿勢の向上
・ﾓｼﾞｭ・ﾓｼﾞｭ・ﾓｼﾞｭ・ﾓｼﾞｭ-ﾙ単位での全数ﾁｪｯｸﾙ単位での全数ﾁｪｯｸﾙ単位での全数ﾁｪｯｸﾙ単位での全数ﾁｪｯｸ

約約約約 1/5



4. 4. 4. 4. ﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭ----ﾙの効果ﾙの効果ﾙの効果ﾙの効果

4444----3 3 3 3 生産の効率化とフレキシビリティの向上生産の効率化とフレキシビリティの向上生産の効率化とフレキシビリティの向上生産の効率化とフレキシビリティの向上

<組立て時間組立て時間組立て時間組立て時間>

非ﾓｼﾞｭ非ﾓｼﾞｭ非ﾓｼﾞｭ非ﾓｼﾞｭ-ﾙﾙﾙﾙ ﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭ-ﾙﾙﾙﾙ

組組組組
立立立立
時時時時
間間間間
／／／／
台台台台

約約約約 -10%

( ｺｯｸﾋﾟｯﾄﾓｼﾞｭｺｯｸﾋﾟｯﾄﾓｼﾞｭｺｯｸﾋﾟｯﾄﾓｼﾞｭｺｯｸﾋﾟｯﾄﾓｼﾞｭ-ﾙ・ﾌﾛﾝﾄｴﾝﾄﾞﾓｼﾞｭﾙ・ﾌﾛﾝﾄｴﾝﾄﾞﾓｼﾞｭﾙ・ﾌﾛﾝﾄｴﾝﾄﾞﾓｼﾞｭﾙ・ﾌﾛﾝﾄｴﾝﾄﾞﾓｼﾞｭ-ﾙ・ﾙ・ﾙ・ﾙ・
ﾄﾞｱﾓｼﾞｭﾄﾞｱﾓｼﾞｭﾄﾞｱﾓｼﾞｭﾄﾞｱﾓｼﾞｭ-ﾙ・ﾙﾙ・ﾙﾙ・ﾙﾙ・ﾙ-ﾌﾓｼﾞｭﾌﾓｼﾞｭﾌﾓｼﾞｭﾌﾓｼﾞｭ-ﾙﾙﾙﾙ 等採用時等採用時等採用時等採用時 )



5.5.5.5. ﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭ-ﾙのﾘｽｸと対応ﾙのﾘｽｸと対応ﾙのﾘｽｸと対応ﾙのﾘｽｸと対応

ﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭﾓｼﾞｭ-ﾙを構成する技術を、車両へ与える重要ﾙを構成する技術を、車両へ与える重要ﾙを構成する技術を、車両へ与える重要ﾙを構成する技術を、車両へ与える重要

度に応じて階層化し、自社が持つべき技術は、度に応じて階層化し、自社が持つべき技術は、度に応じて階層化し、自社が持つべき技術は、度に応じて階層化し、自社が持つべき技術は、

各ﾌﾟﾛｾｽにわたって自社内に保有する各ﾌﾟﾛｾｽにわたって自社内に保有する各ﾌﾟﾛｾｽにわたって自社内に保有する各ﾌﾟﾛｾｽにわたって自社内に保有する

ｶｶｶｶ----ﾒﾒﾒﾒ----ｶｶｶｶ----にとってのﾘｽｸにとってのﾘｽｸにとってのﾘｽｸにとってのﾘｽｸ ＝＝＝＝ 技術のﾌﾞﾗｯｸﾎﾞｯｸｽ化技術のﾌﾞﾗｯｸﾎﾞｯｸｽ化技術のﾌﾞﾗｯｸﾎﾞｯｸｽ化技術のﾌﾞﾗｯｸﾎﾞｯｸｽ化

分類 ﾌﾟﾛｾｽ
設計 生産

基本構想 L/O計画 詳細部品設計 工程設計 生産

実行 ○

A 目標設定 ○ ○
評価 ○ ○
実行 ○ ○

B 目標設定 ○ ○ ○
評価 ○ ○ ○
実行 ○ ○ ○

C 目標設定 ○ ○ ○ ○
評価 ○ ○ ○ ○
実行 ○ ○ ○ ○ （○）

D 目標設定 ○ ○ ○ ○ ○
評価 ○ ○ ○ ○ ○
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